
  

 

 

 

早いもので、３月１７日（金）に６年生は卒

業式を迎えます。それに先立って２月 １８日

（土）には、６年生の「成長と感謝を伝える会」

が体育館で行われました。６年間の学校生

活の様子を写真等で振り返り、成長したこと

への感謝や中学生になってチャレンジしたい

ことなどをみんなの前で発表し、保護者の方

には感謝の気持ちをしたためた手紙をお渡し

しました。サプライズで教職員からのメッセー

ジもあり、素敵な会となりました。また２月２４

日（金）には、『ゆめつる交歓会』があり、１年

から５年生が６年生に感謝の気持ちを歌や

楽器の演奏、スピーチで伝えました。「あひる

班活動」で仲良くしてもらった先輩は、いろい

ろな場面で声をかけてもらったり、お手伝いを

してくれたりしました。鶴ケ峯小学校の良き伝

統だと思っています。  

卒業する６年生は多感な思春期を迎え、

周りの目も気になってしまうこともあるかもし

れませんが、自分を信じ、仲間や家族を信じ

て自信をもって進んでほしいと思います。そし

て、自分を卑下することなく堂々と胸を張って

プライドをもって生きてほしいと思います。  

３月６日（月）には、「学援隊のみなさんに

感謝する会」が行われます。学援隊の皆様に

は毎日、通学路に立っていただき子どもたち

を見守ってくださっています。２年間実施でき

ませんでしたが、今回はご来校いただき、校

庭で感謝を伝える予定です。  

 

 

 

 

 

今年１年間も新型コロナウィルス感染症に

振り回された一年で、毎日のようにメール配

信をしなければならない時期もありました。保

護者の皆様には毎日の検温の入力していた

だき、ありがとうございました。そんな中でも４

年生 、５年生 、個別支援学級の宿泊学習、

水泳指導（６年のみ）、ゆめつるコンサート、

秋まつりなどの行事が復活できたことは、良

かったと思っています。  

来年度からは新型コロナウィルス感染症

による制約が緩和される見込みです。この３

年間、感染の拡大防止に努めながらも、一つ

ひとつの教育活動の意義やあり方を問い直

す機会にもなりました。単にコロナ前に戻すだ

けでなく、これからの学校教育の在り方を踏

まえながら来年度への準備を進めていきます。  

授業時数については、これまで余裕をもっ

て確保していましたが、必要以上に授業時

数を取りすぎないようにとの通達があり、授業

内容を精選して授業時数を減らしていくこと

になりました。ICT 等も活用しながら学習内

容はしっかりと履修していきますので、ご理

解・ご協力をお願いします。  

 校庭の桜も子どもたちの卒業・入学をお

祝いできるように準備をしていて、一か月後

には満開になることでしょう。  

 

 春はそこまで来ています。  
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